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発 問 ・ 疑 問 解 決 に よ り 場 所 の 最 大 特 徴 （ 支 配 的 因 子 ）を 認 識 す る 地 理 学 習
一大正自由教育期の「学習法」理論に基づいた発展的実践－
Ａ Geographical learning for the purpose of recognizing the dominant feature,“dominanten faktoren”， of a
place by solving questions asked by ａ teacher and pupils. -The developing practice of geographical
teaching founded on the theory of “Principles of Learｎｉｎず’ｗithin a term of Taisho New Teaching. ―

































































































学 習 段 階 学 習 方 法 ・ 内 容
１ 大合科 準備 観察・疑問解決による場所の構成物･暝識
２ ↓ ↓ 調査・発問解決による場所の固有特徴認 識

















































４　　　 １　　　 ふ　　　 呑　　　１　　 １　　 １
あの電東で 生駒のトン 客車と貨 奈良から行く 翼足へ 西大寺で 起点と終大阪へ行っ ネルは長い 車がある 人より大阪か 行った 采り換え 点の説明
T 〒 甲 戸 平 目 〒












































































































１　　 皿　　心　　　 心　　　　　　芯　　　　　　　ふモ 旱 子 寸 言 乙 ＝
匹　 冊門
団体は287 人








図５ 「私どもの町」での調査結果･発言･疑問･発問（朗居(1925),  (1927)バ1937) より筆者作成）

































































































































地 理 的 生 活 環 境( 学 習 事 項 の 設 定)
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（二）』講談社, 1965年, 680p.②木下竹次『学習原論』目黒書店, 1924年, 624p.
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